
生い立ちとパブリック・スクール時代

アンソニー・トロロプ（AnthonyTrollope）
は１８１５年４月２４日ロンドンに生を受けた。父

方の祖はイングランド東部リンカンシャーの
准男爵家であった。第四代の准男爵の五男で
あった祖父はケンブリッジ大学を卒業後叙階
し、ハートフォードシャーで二つの教区の牧
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Abstract

WhileworkingforthePostOffice,AnthonyTrollope(１８１５-８２)producedforty-sevennovels,five
shortstories,fivetravelbooksandsomenonfiction,writingabout１０００wordsanhoureverymorn-
ing.Althoughheachievedbothvocationalandliterarysuccess,hespentanunhappychildhood,de-

spitehisgentlemanlyorigin.Becauseofhisfather’sunsuccessfulcareer,hesufferedfrompoverty,

thusbeingenrolledinHarrowasadayboy.Hespentmiserablepublicschooldaysfeelinghumiliated

andostracizedpartlyduetohisinferiorstatus.HisreputationattheCentralPostOfficewherehe

workedafterleavingHarrowwaslowuntilhevolunteeredtoworkinIreland.Therehisfortuneim-

proved,andhefeltconfidentinhisprofession.ItwasalsoinIrelandthathestartedwritingfiction.

ThisessaywillexplorehowhebecameapopularnovelistoftheVictorianAge,overcomingvarious

hardships.

抄 録

アンソニー・トロロプはジェントルマンの家系に生まれるが、精神的にも物質的にも恵まれな
い少年時代を過ごす。パブリック・スクール卒業後、縁故就職した郵便局でも不遇な時代が続く
が、アイルランド赴任を転機として道が開けていく。本論はトロロプの生い立ちからパブリッ
ク・スクール時代、郵政省時代、アイルランド時代を経て、作家として才能を開花させていくさ
まを探る。

キーワード：AnthonyTrollope,FrancesTrollope,TheChroniclesofBarsetshire,Victorianpublica-
tion,ThePostOffice,Trollope’slife,theVictoriannovel,publicschools,Ireland
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師を務めていた。父、トマス・アンソニー・
ト ロ ロ プ（ThomasAnthonyTrollope,１７７４-
１８３５）はウィンチェスターからオックス
フォードへ進み、優秀な成績を修めた後法曹
界を目指し、法廷弁護士として将来が嘱望さ
れていたという。一方、母のフランシス・ミ
ルトン（FrancesMilton,１７７９-１８６３）の父は夫
同様ウィンチェスターとオックスフォードで
教育を受けておりハンプシャーで牧師の職に
あった。しかし祖父は成功を収めてはいたが
馬具商であり、もとはジェントルマンの家系
ではなかった。１８０９年に結婚したトロロプの
両親は、１８１０年と１８１８年の間に七人の子供を
もうけたが、一人は死産で四人は肺病で早世
し、長命であったのは長兄のトム（Thomas
AdolphusTrollope,１８１０-９２））と第五子であっ
たアンソニーのみであった。１８１６年生まれの
妹のセシリアは結婚後五人の子供に恵まれた
がそのうち四人は死亡し、彼女自身も１８４９年
に死亡している。
１８１５年にアンソニーがロンドンで誕生する

ころには、父は好戦的な性格ゆえに既に法廷
弁護士としての経歴に暗雲がかかり始めてい
た。しかし父は地主の叔父の遺産相続人であ
ることを良いことに散財を重ね、ハローの広
い農場に多分期待からジュリアンズ（Juli-
ans）と名付けた豪邸を建てる。それは地主
階級への仲間入りを果たそうという父の欲望
の表れであったことは想像に難くない。まさ
に“Itwasthenearestheevercametobecom-
ingacountrysquire....”と言えるであろう１）。
田舎に所領を持つジェントリー同化願望は世
紀が代わり２０世紀になっても経済停滞を招い
たほどイギリス人の心理の奥深くに根ざして
いたのである２）。ましてやれっきとしたジェ
ントルマンの家系であったトロロプ家が、田
舎でのジェントリーの生活を手に入れようと
しても無理はない。ともかく、それは後に
OrleyFarm（１８６２）のモデルとなり、ミレー
イ（JohnEverettMillais）が初版本の口絵にそ

の姿を描くことになる家であった。そこに一
家はアンソニーが乳児の時に移り住むが、父
は農業に手を出し失敗してしまう。その後も
父と依頼人や弁護士仲間との関係は改まらな
いばかりか、期待に反し叔父が再婚し子を成
した為、遺産を相続し地主階級に仲間入りす
る父の夢は潰えてしまう。一家は困窮しロン
ドンとハローの家は貸しジュリアンズから転
居する。トロロプは『自伝』で、父は世に出
たときは、全てが掌中にあると思えた才能に
溢れる人であったが、何もかもがうまく行か
ず、次から次へとなけなしの金をはたいて事
業に手を出しては失敗した、と述べてい
る３）。
父は三人の息子に自分と同等の教育を受け

させるべくハローに入学させるが、貴族や裕
福な家庭出身の学生のように寄宿舎に入れる
ことはできず、トロロプ家の息子達は通いの
学生としての屈辱を舐めることになる。通学
生の数は１７人を超えることは決してなく、時
には１０人以下のこともあったというので、通
学生としての劣等感は理解に難くない４）。そ
の中の何人かは地元の商人の息子であった
が、通学生は全員が奨学生として村の少年用
の慈善奨学金を得ていたため、授業料を納め
る貴族や地主階級の息子達から見下されたの
である。トロロプ家の息子達は出自はジェン
トルマンの息子であっただけに自尊心が高
く、その心に受けた傷は深いものであったこ
とであろう。
七歳で兄のトムとヘンリーに加わりハロー

に入学したアンソニーは、兄達以上の恥辱を
受けることになる。兄達も通学生ゆえに貴族
的な級友達と同等に扱われることはなかった
が、それは他の通学生が受けた扱いと同じ程
度のものであった。しかしアンソニーはこと
さら辛い扱いに耐えなければならなかった。
年齢も幼く社会的にも下の身分であることに
加えて、着古した服を身に着けていたばかり
か長い距離での徒歩通学で体が汚れていたた
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めに、仲間から見下されてしまったのであ
る。実際ハローの生徒に相応しくない身なり
のゆえに、町で会った校長に生徒と気付かな
いふりをされたという屈辱的な経験をしてい
る。トロロプ家には子供達に良い身なりをさ
せる余裕はなかったし、母のフランシスは自
分の衣服にも全く興味がなかったようであ
る。当時、子供服は家庭で作るのが一般的で
あったが、同家の子供達の服は普通とは異
なっていたという（Glendinning１６）。トロロ
プは、後に当時の辛さを『毎日の苦行』（『自
伝』３）と語っているが、仲間から孤立し劣
等感に苛まれた当時の辛い経験が、自分の紳
士的な家系に重きを置く彼のプライドを傷つ
け、後に社会的成功を望むトロロプを作り出
す一因となったことは想像に難くない。マク
ドナルド（SusanPeckMacdonald）は子供時
代の惨めな体験がなかったら、トロロプは小
説家、少なくとも彼がなった種類の小説家
にはならなかったであろう、と述べている
が５）、自分が所属意識を持っていた階級での
微妙な立場が、自分が閉め出されてしまった
階級への思い入れを生み、彼を「ジェント
リー階級の記録者」と呼ばれるようにさせた
ものと思われる。
アンソニーはハローで三年間過ごした後サ

ンベリーでアーサー・ドゥルーリー （Arthur
Drury）が営む私立学校に転校する。これは
アンソニーのハローでのチューターであり、
父の友人であったヘンリー・ドゥルーリーの
忠告によるものであった。後年トロロプはそ
の理由をドゥルーリーがアンソニーのハロー
での教育が思うように進んでいないと進言し
たのであろうと推測している。サンベリーで
は小遣いはなかったものの、長い学校時代で
最も級友と同等に暮らせた時期であった。と
はいえ彼は常に不名誉な思いをし、ある時は
無実の罪を着せられたこともあり、５０年経っ
た後にもその時の悔しさを思うと顔が紅潮す
ると述べている（『自伝』５）。

二年間サンベリーで過ごした後１２歳の時に
（１８２７年）アンソニーはウィンチェスターに
入学するが、それは自分同様息子たちにオッ
クスフォードのニュー・コレッジでのフェ
ローになる資格を得させようという父の希望
から出たものであった。ウィンチェスターで
の生活はハローほどには惨めではなかったよ
うだが、それでも疎外感はもっていたようで
ある。
その後一家の経済状態はますます厳しくな

り、母は窮状を脱する為にヘンリーと幼い妹
二人を連れて１８２７年に渡米し、シンシナティ
でバザーを開催する。後に父と長兄も一行に
加わり、アンソニーは英国に一人取り残され
てしまう。しかしバザーは失敗に終わり一家
の経済状態はさらに悪化したばかりか、次兄
のヘンリーは健康を損なってしまう。その間
ウィンチェスターでのアンソニーの生活費の
勘定は支払われず、彼は屈辱感に打ちのめさ
れる。当然この状況は級友にも知られ、彼は
「のけ者」（８）となってしまうが、彼には一
人とて悲しみを打ち明ける友はなく、孤独で
惨めな境遇に陥ってしまうのであった。『自
伝』で体格は大柄で所作はぎこちなく、醜
く、身なりは貧しく不潔で、コレッジの塔か
ら身を投げて何もかも終わりにしてしまいた
かった、と当時の惨めな様を伝えているほど
である。さらに毎週の小遣い用の一シリング
の入金が途絶え、それが原因でコレッジの使
用人への手当てが減額された時には強い罪悪
感に囚われ、アンソニーの苦悩は極限に達し
てしまう。
１８３０年に父がアメリカから帰国し、アンソ

ニーは三年間程在学したウィンチェスターを
退学するが、その理由が授業料が捻出できな
かったからなのか、それともニュー・コレッ
ジでフェローになる可能性がないと父が判断
したからなのかは定かではない。スノウ（C.
P.Snow）はこの決定を父自身の最後のしかも
良いチャンスを台無しにしてしまったと述べ
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ている。ニュー・コレッジでフェローになる
のは空席数と同級生との競争で決まるが、そ
の年には競争相手はわずかで、アンソニーが
１９歳でフェローになる確率は高かったという
のである６）。その道を選んでいれば、若い頃
からイングランド国教会高教会派であったト
ロロプは牧師になっていたであろうとスノウ
は想像している（２９）。そうであれば、スノ
ウが述べるように、「バーチェスター物語」７）

で聖職者階級の世界を描く代わりに、自分が
その世界の住人となっていたことであろう。
とにかく、バーセットでは高教会派の登場人
物が好意的に描かれているが、それにはトロ
ロプ自身の信条が投影されていたと見てもあ
ながち無理はない。
ともあれその後ハローに復学するが、再び

通いの生徒としてハロー・ウィールドと学校
の間を毎日１２マイルも歩かなければならな
かった。トロロプはこの１８ヶ月が人生で最
悪の時期であったと述懐している（『自伝』
９）。１５歳になっていたアンソニーは、仲間
から軽蔑され社会的な交際から締め出される
ことの惨めさを、充分理解できる年齢になっ
ていたのである。さらに給費生であることの
劣等感に加えて、チューターがアンソニーか
らは費用をとっていないことを級友の前で公
言した時は、チューターの厚意を感謝するこ
となどできるはずもなかった。アンソニーの
このような回想があながち被害妄想ではな
かったことは、 アングロ・アイリッシュの地
主で後にセイロン総督になったサー・ウイリ
アム・グレゴリーの回顧録に窺える―

Iavoidedhim,forhewasrudeandun-

couth,butIthoughthimanhonestbrave

fellow.Hisfaultswereexternal;allthe

restofhim wasrightenough.Butthe

faultswereofthatcharacterforwhich

schoolboyswillnevermakeallowances

andsopoorTrollopewastabooed....He

gavenosignofpromisewhatever,wasal-

waysinthelowestpartoftheform....

（Snow３１）

しかし実際にはアンソニーは英語のエッセー
で賞を取っており、グレゴリーの回想も『自
伝』の影響を受けていることが窺える。また
ハロー時代の二、三年後にはアンソニーはグ
レゴリーをしばしば訪れており、共に狩に興
じているばかりか、晩年にはセイロン総督時
代のグレゴリーを邸に訪ねている。いずれに
してもグレゴリーの回顧録がトロロプの少年
時代に関して級友が残した唯一の記述であ
る。また、当時アンソニーは今にも潰れそう
なハロー・ウィールドの田舎家に、常に負債
に苦しむ父と二人で住んでおり、乏しい食糧
を補うためにしばしば農作業をさせられたが
たいした助けにはならなかったようである。
その頃父は病に侵されながらもAnEncyclo-
paediaEcclesiasticaを執筆していた。学究的
才能に恵まれながらも性格的欠陥ゆえに不遇
の 一 生 を 送 る 様 は、TheLastChronicleof
Barset（１８６７）のクローリー（Crawley）牧師
の姿に投影されている。
母は１８３１年にアメリカから帰国し、アメリ

カでの経験をもとにDomesticMannersofthe
Americansを翌年出版すると一家の経済状態
は多少改善し、一家はハロー・ウィールドか
らハローに転居する。母がジュリアンズの近
くの丘の上にある家を購入したのである。こ
の家はジュリアンズ・ヒルと名付けられた
（Snow３３）。転居の結果通学距離は短縮し服
装にも変化が現れるが、学校では相変わらず
孤立しており、クリケット等のスポーツに入
れてもらえることはなかった。この頃の自分
を浅ましいほどに人気を望んでいたとトロロ
プは回想している。こうした学校時代の恥辱
は生涯彼についてまわり、ハローやウィン
チェスターの学友に会っても共に語る権利が
ないとさえ感じる、と後年語っている。この
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様な状況ではあったが、父はアンソニーが
オックスフォードかケンブリッジに進学する
ことを相変わらず望んでいた。長兄のトムは
オックスフォードに、次兄のヘンリーはケン
ブリッジにそれぞれ進学していたが、アンソ
ニーは卒業時には優等生であったにもかかわ
らず奨学金が得られず進学を断念し、１８３４年
に１９歳でハローを去ることになる。トロロプ
は１２年に及ぶ教育でラテン語とギリシャ語以
外何も学ばなかった、とパブリック・スクー
ルでの教育を否定的に評価しているが、後年
ラテン語の古典に通じ、１８７０年にはCom-
mentariesofCaesarの翻訳を出版し、その１０
年後にはTheLifeofCiceroを完成させている
のは、当時受けた古典教育の賜物であろ
う８）。

郵政省時代

５０歳になり初めて筆を取った母に支えら
れ、トロロプ家にはささやかな幸せが訪れて
いたがそれも長くは続かず、１８３４年に負債の
ために家財は差し押さえられる。アンソニー
自身が理由も知らされずに病身の父を馬車に
乗せ、ロンドン経由でオステンド行きの船に
乗せることになるが、それは投獄を免れるた
めであったのである（Pollard４）。その後父の
後を追い、一家はベルギーのブリュージュに
逃げるように移る。この間一家の生計は母一
人が支えることとなり、ヘンリーと妹のエミ
リーが肺病を患うなかで、母は父の看病もし
ながら生活の資を得るために文筆活動を続け
たのである。アンソニーと姉は健康であった
が、アンソニーは将来に関して何の抱負も持
たず無為徒食の日々を過ごし、ただ５５歳の母
独りに頼るのみであった。こうした母の果敢
で忍耐強い姿をトロロプは深い敬愛の念で描
き、この最も辛い時期に彼女の最上の小説が
生まれたと述べている（『自伝』２６）。このよ
うに一家をひたすら支えた母ではあったが、

一家の窮乏には彼女にも大きな責任があると
スノウは述べている（１７）。彼女は思慮に欠
け、一家の没落の契機となった分不相応な
ジュリアンズの建築にも彼女の意向が反映し
ていたと見ているのである。そして、トロロ
プ氏の自己を正当化するような夢と妻の楽観
性には響き合うものがあると結論付けている
（１８）。

丁度この頃アンソニーにオーストリアの騎
兵隊入隊の話がもちあがるが、ドイツ語とフ
ランス語の能力が要求されていたため、その
習得費用を節約すべくブリュッセルでハロー
時代の恩師が経営する学校に古典語の助教と
して赴く。しかし僅か六週間後にロンドンの
中央郵便局での職を得、ブルッセルを去るこ
とになる。これはアンソニーの窮状を見かね
た母の親しい友人であるクレイトン・フリー
リング（ClayronFreeling）夫人の口利きによ
るものであった。当時郵政省はフリーリング
一族の勢力下にあり、夫人の舅であるサー・
フランシス・フリーリングが１７９７年から１８３６
年まで長官を務めていたのである（Sanders
８）。こうしてアンソニーは帰国することとな
るが、ブリュージュのトロロプ家では母の必
死の看病にもかかわらずヘンリーは１８３４年
に、そして父は１８３５年に世を去る。母は父の
死後帰英するが、翌年エミリーも二人の後を
追い帰らぬ人となる。
１９歳のアンソニーはロンドンで郵便局での

採用にあたり適性試験を受ける。この試験の
詳細はTheThreeClerks（１８５８）冒頭の数章に
正確に描かれているが、『タイムズ』の写し
も満足に取れないばかりか、算数にも自信が
ないという状況であった（『自伝』３０）。なに
しろ九九も習ったことがなかったのである。
このような状況にもかかわらず、アンソニー
は職を得る。こうした公務員の縁故採用は競
争試験が導入される１８５０年代まで続いていた
のである。トロロプは「当時公務員の試験は
こんなものだった」（３１）、と後年述懐し、万
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民に能力試験が開かれるようになった状況を
憂い公然と異議を唱えている。そのような試
験は詰め込み勉強の悪弊をもたらし、学生に
なんら教育効果は与えないばかりか、合格し
た暁には自分の能力の過大評価に繋がると主
張し、さらに若者の振る舞い、礼儀、人格を
育てる者は皆無であると嘆いているのである
（３２）。さらに誰も公言はしないが仲間内では
囁いているとして、“Thereareplacesinlife
whichcanhardlybewellfilledexceptby‘Gen-

tlemen’”（３４）,と述べている。つまり、ジェ
ントルマンの優越性を固く信じ、それを非
ジェントルマンが身につけることは望むべく
もないものである、よって公務員職はジェン
トルマンにのみ与えられるべきであるとの主
張である。このような考え方がトロロプの時
代でさえも批判されるものであることは、
“AswhatInowwritewillcertainlyneverbe

readtillIamdead,...”（３３-３４）、と書かれて
いることから明らかであるが、トロロプはな
おも持論を展開する―

Itmaybethatthesonofthebutcherof

thevillageshallbecomeaswellfittedfor

employmentsrequiringgentlecultureas

thesonoftheparson.Suchisoftenthe

case.Whensuchisthecase,noonehas

beenmorepronetogivethebutcher’sson

allthewelcomehehasmeritedthanImy-

self;butthechancesaregreatlyinfavour

oftheparson’sson.Thegatesoftheone

classshouldbeopentotheother;butnei-

thertotheoneclassnortotheothercan

goodbedonebydeclaringthatthereare

nogates,nobarrier,nodifference.The

system ofcompetitiveexaminationis,I

think,basedonasuppositionthatthereis

nodifference.（３４）

この主張は「ジェントリーの生活の記録者」

と呼ばれたトロロプならではのものであろ
う。トロロプのこうした反民主主義とも言え
る考えはジェントルマン賛美から発したもの
で、彼はジェントルマンの精神的優越性を固
く信じており、そうした信条はトーリー主義
擁護として「バーチェスター物語」に鮮明に
現れている。そして、自分は綴りは不確かで
あったし、科学の基礎にも無知であったが、
同じ階級で同年齢の平均的青年より知識が
あったと述べている。実際シェイクスピアや
ミルトン等の文学的素養や英国の政治に深く
通じていたのである（３５）。
さて１８３４年に郵便局に職を得たトロロプは

その後２６歳までの七年間を事務員として過ご
すが、遅刻の常習犯で違反も多く、厄介者で
信頼できないという汚名をとっていた。行状
を改めなければ解雇されるとの噂が時折本人
の耳にも入り、クレイトン・フリーリング夫
人が涙ながらに母のことを考えるようにと訴
えることもあったという。とはいえサー・フ
ランシス・フリーリングは死の床から、心温
まる手書きの書簡を一度ならず認めてくれた
のである。
サー・フランシスの後任はメイバリー大佐

（ColonelMaberly）であったが、今回は勝手
が違っていた。己の能力の限界も知ってはい
たが、もっと判断力がある人であったなら、
あれほど自分のことを低く評価はしなかった
であろう（３８）、とトロロプは振り返ってい
るが、実際彼は全くの役立たずとして扱わ
れ、深く悩むことになる。自分に仕事をする
意志があることを示そうと足掻きはしたが悪
い性癖は付いて回り、自分の職掌である迅速
かつ正確に文書を作成する能力にも欠けてい
たようである。彼は常に解雇の瀬戸際にあっ
たが、もしチャンスさえ与えられれば素晴ら
しい公務員になれることを示そうと苦心して
いた。こうした状況のもとで一度は小切手が
同封されていた長官宛の手紙を盗んだ嫌疑を
かけられたことさえある。
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トロロプは常に問題を抱えていた。ある女
性が一方的に彼との結婚を望み、母親が局に
まで乗り込んできたこともあったし、ある時
期には懇意になった金貸しが連日トロロプの
職場まで通いつめることさえあった。こうし
た私的な問題も全て職場での立場をさらに悪
化させたのは当然であろう。解雇の不安と負
債に常に悩まされながら自堕落な生活を送っ
ていたが、往時を振り返り、その原因をきち
んとした家庭の監督下に置かれていなかった
ため、まだ至らないことの多い青年が野放図
な生活に陥ったのだと弁解がましく述べてい
る。ともかく仕事も嫌いだったが、何よりも
怠惰な自分を嫌悪していたのである。しかし
注目すべきは、こうした苦境から逃れるため
に、既に小説家としての未来を視野に入れて
はいたのである。ここで明確に、自分の文学
的才能が詩や劇ではなく小説にあると自覚し
ていたことは流石である。しかしその実行を
一日延ばしにしている自分に精神的屈辱を感
じていたのであった。とはいえこの時期にフ
ランス語とラテン語を学び、ホラティウスや
英文学に親しむようになっていた。仲の良い
二人の友人と“theTrampSociety”と名付けた
クラブを作り、その名の通りロンドン近郊を
徒歩で散策するのは当時の最も幸せな時間で
あった。また、姉が結婚した郵便局の上司で
あるジョン・ティリー（JohnTilley）とは４０年
来の友情が続くことになる。当時の経験は
TheThreeClerksに生かされているばかりか、
前述の女性問題はTheSmallHouseatAlling-
ton（１８６２-４）のヒロイン、リリー・デイルに
純愛を貫くジョン・イームズが起こす下宿屋
の娘アメリアとの恋愛沙汰に反映されてい
る。

アイルランド時代

郵政省に就職してから七年近く経ったとこ
ろで、トロロプに大きな人生の転機が訪れ

る。西アイルランドの監督官付きの事務官が
無能であるとの報告書が届くが、それをトロ
ロプが偶然最初に読むのである。彼はこの好
機を捉え大胆にも直接長官にアイルランド赴
任を志願する。彼を厄介払いして長官は喜ん
だであろうが、実際、当時アイルランドへの
転勤は降格と見なされていた。報酬は高いが
「アイルランド監督官付き事務官の職ほど悪
いものはないという先入観」（４９）があったの
である。こうしてトロロプは１８４１年に２６歳に
して監督官付事務官として、無能な人間しか
行かないと思われていた西アイルランドに職
を得る。しかし、この転勤がきっかけで、ト
ロロプの運は上向きに転じるのである。
ダブリン到着直後にアイルランド郵政省に

出頭してみると、メイバリー大佐からの長官
宛のトロロプの推薦書がはかばかしくなかっ
たことが判明する。もとより良い推薦書など
望むべくもなかったとはいえ彼は気落ちす
る。しかし、そんなトロロプに向かい新しい
上司は先入観では判断しないと語ったのであ
る。そして一年も経たないうちに、トロロプ
は良い評価を受けるようになる。楽しく時間
が過ぎ、冒険もいくつか経験し、その中の二
つは短編集TalesofAllCounties（１８６１）に収め
られている（５３）。
アイルランドでの報酬は過去の負債を返済

するのに十分であったし、仕事を楽しむ余裕
もでき、ロンドン時代より勤勉に働いた。そ
の結果自信も生まれると同時に周りからの尊
敬も得られる様になっていった。彼は広範に
馬で視察し郵便配達の効率を改善し苦情も調
査したが、この時代に生涯の趣味となる狩の
楽しみも覚え、狩の場面はその後の作品中に
しばしば登場する。彼はまたアイルランドの
貧困にも接し、１８４５年以降はじゃが芋の病気
が引き起こした壊滅的な飢餓と、それに続く
疫病も目の当たりにしている。アイルランド
での経験はトロロプの処女作であるThe
MacdermotsofBallycloran（１８４７）を 始 め、
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TheKellysandtheO’Kellys（１８４８）,CastleRich-
mond（１８６０）,AnEyeforanEye（１８７８-９）,The
Land-Leaguers（１８８２-３）のアイルランドを舞
台とする五作品に反映されており、彼がアイ
ルランドの田園地帯での生活に通じていたこ
とが窺がわれる。彼は同地でアイルランドを
題材として作家としてのキャリアを開始した
のであるが、トロロプほどに広範にアイルラ
ンドを一貫して題材にした英国の作家は１９世
紀には存在しない（Sanders１０）。
１８４２年にはトロロプは後に妻となる ロー

ズ・ヘーゼルタイン（RoseHeseltine）に出会
い、二年後に二人は結ばれている。ローズと
の結婚は幸せなものであったが、妻や彼女の
家族について彼はあまり語っていない。ロー
ズの父は銀行のマネージャーになった人物で
あるが、退職後は銀行の資金を不正流用して
いたことが発覚し、逮捕を逃れる為に渡った
フランスで死亡しているので、あまり触れた
くない話題であったのであろう。二人の間に
は１８４６年にヘンリーが、翌年フレデリックが
誕生している。
１８５１年にアイルランドでの功績が認められ

たトロロプは、イングランド南西部に二年間
臨時に配属される。その間広範に同地方を視
察するが、その際１８５２年にウイルトシアの大
聖堂の境内を訪れた折、「バーチェスター物
語」の第一作目となるTheWarden（１８５５）の
構想が閃く（『自伝』７７）。トロロプはこのシ
リーズで作家としての名声を得ることになる
が、ロングマンが支払ったTheWardenの原
稿料は当初わずか２０ポンド、次のBarchester
Towers（１８５７）は前金が１００ポンドであっ
た９）。
小説家としての未来をこの時期に開いたト

ロロプであったが、１８５１年に道端に郵便箱を
設置する提案も行っており、翌年第一号の郵
便箱がチャンネル諸島ジャージー島のセント
ヘリアに設けられている（『自伝』２３６）。彼は
なんと郵便箱の発案者なのである。その後ア

イルランドに戻ったトロロプは１８５４年に代理
監督官に任命される。さらに１８５８年にエジプ
ト、マルタ、ジブラルタル、エルサレムに出
張するが、それは後の公私にわたる海外旅行
の先駆けとなった。こうした海外旅行が
NorthAmerica（１８６２）等の旅行記四作の基礎
になったことは言うまでもない。

文人トロロプ

１８５９年にトロロプはアイルランドを去り、
英国東部の監督官に任命される。一家はロン
ドンへの便の良いエセックスに居を定める
が、そこでの１２年間は公的にも、そして小説
家としても実りの多い時期であった。二足の
草鞋を履いたトロロプは、毎朝五時半に起床
し１５分に２５０語という目標を設定して、機械
的とも言えるほどに規則正しく執筆していっ
たのである。この時期彼は少なくとも週に二
回は狩も楽しみ、自分ほど充実した生涯を
送った人物はいないであろうと『自伝』で述
べている（１７４）。郵政省での最後の七年間に
は、FramleyParsonage（１８６１）,OrleyFarm
（１８６２）,TheSmallHouseatAllington（１８６４）,
Can You ForgiveHer?（１８６４-５）TheLast
ChronicleofBarset（１８６７）等、彼の人気と栄
誉の頂点を示す作品を生み出している。この
時期トロロプが尊敬するサッカレーが編集す
るCornhillMagazineとの繋がりが生まれたこ
とも注目に値する。１８６０年に「聖職者が登場
する英国の物語を」（１２０）、という発行者の
ジョージ・スミスの要望に応じて連載した
FramleyParsonageは大当たりし、Cornhillの
成功に多いに貢献した。なんと同誌の売り上
げは二、三ヶ月の内に１１０，０００部に達したの
である１０）。またこの時挿絵を描いた ミレー
イとの繋がりも生まれ、彼の挿絵はその後も
TheSmallHouseatAllingtonやOrleyFarmの頁
を飾ることになる。とはいえいかにミレーイ
の作品といえどもトロロプの気に入らないこ

筑波学院大学紀要３ ２００８

―８２―



ともあり、例えばFramleyParsonageの１６章の
挿絵に関してジョージ・スミスに不満を述べ
ている１１）。ともあれ、Cornhillとの繋がりか
ら更に当時の著名な文人との交際も増え、
ジョージ・エリオット（GeorgeEliot） の家
でブラウニング（RobertBrowning）やテニス
ン（AlfredTennyson）、ハーバート・スペン
サー（HarbertSpencer）等、当代一流の知識
人と面識をもつようになる（Pollard７）。１８６０
年にはエリオットの内縁の夫であるG.H.ル
イス（Lewes）の子息の郵政省での就職にあ
たり、総裁であったアーガイル公爵に指名を
依頼している。これに対してルイスは日記
に、トロロプへの依頼は情報提供のみであっ
たにもかかわらず、非常に親切に便宜を図っ
てくれたことに対し感謝の念を綴っている
（Letters１０９）。トロロプはさらにギャリック・
クラブにも入会し、アテナイウムの会員にも
選ばれる（『自伝』１３２）。こうした交際からト
ロロプが得たものは多く、ポラードはトロロ
プはエリオットを尊敬し、エリオットも彼女
の傑作であるMiddlemarch（１８７２）がトロロ
プの影響を受けていたことを認めていると述
べている１２）。

トロロプはまた１８６０年に兄トムをフロレン
スに訪ねた折、２１歳のケイト・フィールド

（KateField）に出会う（Sanders１８）。彼女は
才気煥発で知的なアメリカ人女性で、後に女
権運動の擁護者となる（Pollard６）。二人の友
情は永く続きトロロプは明らかに彼女に恋愛
感情を覚えていたことが窺えるが、妻ローザ
は黙認していたようである。バーセットの
ルーシー・ロバーツを始めとして、トロロプ
の描く女性には独立心が強く男性を凌駕する
判断力と行動力を発揮する女性が多いが、そ
れにはケイトとの交友が影響していたことは
容易に想像できる１３）。
こうして小説家としての成功を納めたトロ

ロプは１８６７年に３３年間勤めた郵政省を去るこ
とになる。以前から６０歳退職時の年金と同額

の預金ができた暁には職を辞すことを妻と決
めていたが、その時が来たのである。とはい
え、ペニー・ポストを発案した近代郵便制度
の父であるサー・ローランド・ヒル（SirRow-
landHill,１７９５-１８７９）を継ぎトロロプの義兄
が長官に就任した時、トロロプは空席の次官
職に応募したが選ばれなかったという経緯が
ある（『自伝』１１３）。これは必ずしも退職が唯
一の選択肢ではなかったことを窺わせる出来
事で（２３２-３３）、トロロプには狩や作家とし
ての成功を犠牲にしても、郵政省での出世を
望む気持ちがあったことが分かる。実際、作
家活動もしていたため本職に専念していたわ
けではないが、自分の文学作品より郵政省の
ことを考えていたと述べている（２３６）。寒村
の住人が切手を購入できることや配達員が過
労にならず適切な報酬を得ることなども、常
に気にかけていたのである。こうした心遣い
はFramleyParsonageのレディー・ルフトンの
領民への心遣いと重なる。ともかく彼は郵政
省に強い愛着を感じていたし、取り扱う手紙
にも愛情を持っていた。トロロプのこうした
思い入れは現代では少々滑稽に感じられるか
もしれないが、ネットの出現で手紙より至便
な通信手段が生まれ郵便の重要性が低下した
現代とは異なり、郵便の有用性が高かった当
時に彼がそうした感情を持つことは自然なこ
とであった。ペニー・ポストや郵便箱の考案
は当時では画期的な出来事で通信事情を大幅
に改善した。それどころか現代から振り返っ
てみると、通信手段の改善は国民の空間意識
にも変革をもたらしたことが考えられる。こ
のように文化的に著しい影響を与えた郵政省
での仕事に対し、彼が誇りを持っていたこと
も容易に推測できよう。とすれば、ポラード
が指摘するように、在任期間の後半は終始
サー・ローランド・ヒルと険悪な仲であった
トロロプが、己が才能と奉職が正当な評価を
得ていないと不満を感じたこともありうるで
あろう（７）。実際、１８６４年にはヒルの後任
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であった義兄のジョン・ティリーに宛て、監
督官の昇給を郵政大臣に進言するよう書状を
送っている。これは同僚五名との連名であっ
たが、筆跡はトロロプのものとされている
（Letters２５９）。この一件が示唆するように、
長い不遇の時代を経て人気作家になったトロ
ロプは世俗的栄達や物質的に快適な暮らしを
求めていた。実際、金銭欲は人間の本性に
適っており、全ての物質的進歩は自分と周り
の者に最善を尽くそうとする欲望から生まれ
るもので、収入が多いほど同胞のためになる
（『自伝』８９）、と主張している１４）。ともあれ
彼は郵政省での栄達の道が閉ざされたため、
当初の計画に戻り退職することになる。「こ
うして綱は切れ、私は世界中どこにでも行け
る自由の身になったのである」（２３７）、と６０
歳を過ぎて当時を述懐する言葉にはトロロプ
の寂しさが滲みでている。
辞職の少し前に出版業者のジェイムズ・

ヴァーチュー氏から年千ポンドという高報酬
で新雑誌編集の強い依頼を受ける。始めは
断ったトロロプであるが遂に申し出を受け入
れ、新雑誌をSaintPaul’sMagazineと命名す
る（２３８-３９）。この選択をスノウは、ディケ
ンズのように優れたジャーナリスト兼興行主
の才能もなければ、Cornhillのジョージ・ス
ミスのような才気のある出版者も後ろ盾につ
いていなかったトロロプには誤った選択で
あった、と厳しい評価を下している（１３６）。
しかし、同誌にはトロロプの最上の政治小説
PhineasFinn（１８６７-６９、ミレーイの挿絵付
き）とRalphtheHeir（１８７０-７１）が連載され
る。彼が三年半編集長を務めた間に、レズ
リー・スティーブン（LeslieStephen）、オリ
ファント夫人 （Mrs.Oliphant）、トレヴェリ
アン（SirCharlesTrevelyan）、G.H.ルイス、
やはり作家の道を選んだ兄のトマス等、多数
の文人の助力を得るが雑誌は失敗に終わる
（『自伝』２４０）。部数は１０，０００部に達していた
が、採算が合わなかったのである。しかし、

編集者の職から得られた報酬は以前から抱い
ていた政治的野心を追求するのに十分な額で
あった。そして、１８６８年に彼はヨークシャー
の ベヴァリーからリベラルとして国会議員
選に出馬する。“...Ihavealwaysthoughtthat
tositintheBritishParliamentshouldbethe

highestobjectofambitiontoeveryeducated

Englishman”（２４２）と述べていることからも
分かるように、国会議員になることはトロロ
プ生涯の夢であったが落選し、苦い思いを噛
み締めることになる。これにはサー・ローラ
ンド・ヒルに退職前に英米郵便協定を立ち上
げるためにアメリカに派遣されたが、その間
に南東エセックスからリベラルとしての指名
を受けることができず、その代わりにベヴァ
リーで出馬した経緯がある。彼の獲得投票数
は最低であったが、収賄と腐敗のために選挙
は無効となり、選挙区は議員選出権を喪失す
る結果になった。この時の経験はRalphthe
Heir（１８７１）に描かれている（Pollard７）。『自
伝』で自分の政治的立場を“anadvanced
Conservative-Liberal”（２４３）と称しているト
ロロプではあるが、その信条はエスコットが
主張するように、彼は生来貴族よりで反動的
トーリー主義者であった（Pollard８から引用）
１５）。スノウはこの出馬に関しても辛らつで、
ディケンズがトロロプは気がふれたのではな
いかとトム・トロロプに手紙を送ったことを
紹介している。

晩年

１８６０年代の終わりからはトロロプの文人と
しての評価も下り坂に差し掛かる。それには
St.Paul’sMagazineでの失敗が起因している
とサドラー（MichaelSadleir）は見ている

（Macdonald９）。加えて出版社とのトラブル
の みな ら ず、“partissuewasoutmoded,and
couldnolongercompetewithmagazinefiction”

であったばかりか、彼は書きすぎてしまった
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の で あ る１６）。PhineasFinn（Oct.１８６７-May,
１８６９）の連載とHeKnewHeWasRight（Oct.
１８６８-May１８６９）の連載が半年程重なったり、
TheLastChronicle（１８６６-６７）とTheClaverings
の長編小説が同時に連載されることもあった
のである。（Skilton３０）またトロロプの人気
を作り出した「バーチェスター物語」が終
わってしまったことに加え、後期の作品は暗
く悲観的になっていったことも原因と言われ
ている。そして１８７０年以降トロロプはほとん
ど批評の対象にもならなくなってしまい収入
も減り始めてしまう（３２）。こうした状況は
絶頂期には当時の時代精神と感性の解釈に定
評のある“thedepotofthelending-libraries”と
して文壇に君臨した姿とは雲泥の差であった
（Sadleir,Skilton１７より引用）。

しかしトロロプは「バーチェスター物語」
に次ぐ代表作である政治小説群の「パリ
ザー・シリーズ」のほとんどを名声が翳り始
めてから執筆しているばかりか、「パリザー・
シリーズ」以外の小説やノンフィクションも
数多く生み出している。主題も多岐にわた
り、たとえば「パリザー」に含まれるThe
EustaceDiamonds（１８７３）は当時の法律を軸
にしたコリンズ（WilkieCollins）も顔負けの
推理小説で、トロロプが当時の法律にも通じ
ているばかりか推理小説の才にも恵まれてい
たことを示している。実際、TheEustace
Diamondsが英国の推理小説の伝統に含まれ
てもなんら不思議はない。ただ当時は認めら
れなかった後期の作品が、その真価を認めら
れるには後世まで待たなければならなかった
のである。
１８８０年に夫妻はロンドンからサセックスと

ハンプシャーの境にある村に移り、その二年
後にトロロプはロンドン滞在中に卒中が元で
帰らぬ人となる。全生涯で生み出した小説は
なんと四十七作、短編集五、旅行記五、二十
世紀に出版されたLondonTradesman（１９２７）,
FourLectures（１９３８）,TheNew Zealander

（１９７２）を含むノンフィクションは十二作に
のぼる多作な作家であった。そして１８７６年に
執筆し、遺言通り死後出版された『自伝』は
トロロプ研究の重要な資料となっている。
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